










参考｜資料 岩手大学三陸復興・地域創生推進機構規則｜参考

第５条　アドバイザリーボードの庶務は、地域連携推進課において処理する。

（雑則）
第６条　この規則に定めるもののほか、アドバイザリーボードの運営に関し、必要な事項は別に定める。

附　則
この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附　則
この規則は、令和２年４月１日から施行する。

 ④ 岩手大学三陸復興・地域創生推進機構三陸復興部門会議規則
（平成２８年７月１５日制定）

（趣旨）
第１条　この規則は、岩手大学三陸復興・地域創生推進機構規則（以下「規則」という。）第２３条第３項の規定に基づき、岩手大学三陸復興・地域創生
推進機構三陸復興部門（以下「部門」という。）に置く会議（以下「部門会議」という。）に関し、必要な事項を定める。

（審議事項等）
第２条　部門会議は、次に掲げる事項を審議するとともに、必要に応じ岩手大学三陸復興・地域創生推進機構会議への提言を行う。
　一　部門の中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。
　二　部門のプロジェクト年度計画に関すること。
　三　三陸沿岸地域等の復興支援・推進に関すること。
　四　その他部門の運営に関すること。

（組織）
第３条　部門会議は、次に掲げる者（以下「委員」という。）をもって組織する。
　一　部門長
　二　規則第４条第３項に定める班又はそれに相当する組織を置いた場合の長
　三　地域連携推進課長
　四　その他機構長又は部門長が必要と認めた者
２　部門に規則第１１条に定める副部門長を置いた場合は、前項の部門会議の委員とする。

（議長）
第４条　部門会議に議長を置き、部門長をもって充てる。
２　議長は、部門会議を招集し、主宰する。
３　議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

（会議）
第５条　部門会議は、委員の過半数の出席をもって成立する。
２　部門会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（委員以外の者の出席）
第６条　部門長が必要と認めたときは、委員以外の者を部門会議に出席させ、その意見を聴くことができる。

（庶務）
第７条　部門会議の庶務は、地域連携推進課において処理する。

（雑則）
第８条　この規則に定めるもののほか、部門会議に関し必要な事項は、別に定める。

附　則
この規則は、平成２８年７月１５日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。

附　則
この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

　　附　則
この規則は、令和２年４月１日から施行する。

 ⑤ 岩手大学三陸復興・地域創生推進機構地域創生部門会議規則
（平成２８年７月１５日制定）

（趣旨）
第１条　この規則は、岩手大学三陸復興・地域創生推進機構規則（以下「規則」という。）第２３条第３項の規定に基づき、岩手大学三陸復興・地域創生
推進機構地域創生部門（以下「部門」という。）に置く会議（以下「部門会議」という。）に関し、必要な事項を定める。

（審議事項等）
第２条　部門会議は、次に掲げる事項を審議するとともに、必要に応じ岩手大学三陸復興・地域創生推進機構会議への提言を行う。
　一　部門の中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。
　二　部門のプロジェクト年度計画に関すること。
　三　地域創生の企画、推進に関すること。
　四　産学官連携の推進に関すること。
　五　盛岡市産学官連携研究センターに関すること。
　六　その他部門の運営に関すること。

（組織）
第３条　部門会議は、次に掲げる者（以下「委員」という。）をもって組織する。
　一　部門長
　二　専任教員
　三　特任教員
　四　規則第４条第３項に定める班又はそれに相当する組織を置いた場合の長
　五　各学部からの兼務教員　各１名
　六　地域連携推進課長
　七　その他機構長又は部門長が必要と認めた者
２　部門に規則第１１条に定める副部門長を置いた場合は、前項の部門会議の委員とする。

（議長）

第４条　部門会議に議長を置き、部門長をもって充てる。
２　議長は、部門会議を招集し、主宰する。
３　議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

（会議）
第５条　部門会議は、委員の過半数の出席をもって成立する。
２　部門会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（委員以外の者の出席）
第６条　部門長が必要と認めたときは、委員以外の者を部門会議に出席させ、その意見を聴くことができる。

（庶務）
第７条　部門会議の庶務は、地域連携推進課において処理する。

（雑則）
第８条　この規則に定めるもののほか、部門会議に関し必要な事項は、別に定める。

附　則
この規則は、平成２８年７月１５日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。

附　則
この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附　則
この規則は、令和２年４月１日から施行する。

 ⑥ 岩手大学三陸復興・地域創生推進機構生涯学習部門会議規則
（平成２８年７月１５日制定）

（趣旨）
第１条　この規則は、岩手大学三陸復興・地域創生推進機構規則（以下「規則」という。）第２３条第３項の規定に基づき、岩手大学三陸復興・地域創生
推進機構生涯学習部門（以下「部門」という。）に置く会議（以下「部門会議」という。）に関し、必要な事項を定める。

（審議事項等）
第２条　部門会議は、次に掲げる事項を審議するとともに、必要に応じて岩手大学三陸復興・地域創生推進機構会議への提言を行う。
　一　部門の中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。
　二　生涯学習に係る事業計画の策定及び実施に関すること。
　三　その他生涯学習に関すること。　

（組織）
第３条　部門会議は、次に掲げる者（以下「委員」という。）をもって組織する。
　一　部門長
　二　専任教員
　三　特任教員
　四　規則第４条第３項に定める班又はそれに相当する組織を置いた場合の長
　五　各学部からの兼務教員　各１名
　六　地域連携推進課長
　七　その他機構長又は部門長が必要と認めた者
２　部門に規則第１１条に定める副部門長を置いた場合は、前項の部門会議の委員とする。

（議長）
第４条　部門会議に議長を置き、部門長をもって充てる。
２　議長は、部門会議を招集し、主宰する
３　議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

（会議）
第５条　部門会議は、委員の過半数の出席をもって成立する。
２　部門会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（委員以外の者の出席）
第６条　部門長が必要と認めたときは、委員以外の者を部門会議に出席させ、その意見を聴くことができる。

（庶務）
第７条　部門会議の庶務は、地域連携推進課において処理する。

（雑則）
第８条　この規則に定めるもののほか、部門会議に関し必要な事項は、別に定める。

附　則
この規則は、平成２８年７月１５日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。

附　則
この規則は、平成２９年１０月１日から施行し、平成２９年１０月１日から適用する。

附　則
この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附　則
この規則は、令和２年４月１日から施行する。
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 ⑦ 岩手大学三陸復興・地域創生推進機構企画室会議規則
（平成 31年４月１日制定）

（趣旨）
第１条　この規則は、岩手大学三陸復興・地域創生推進機構規則（以下「規則」という。）第２３条第３項の規定に基づき、岩手大学三陸復興・地域創生
推進機構企画室（以下「企画室」という。）に置く会議（以下「企画室会議」という。）に関し、必要な事項を定める。

（目的）
第２条　企画室会議は、次に掲げる事項について意見交換するとともに、必要に応じて岩手大学三陸復興・地域創生推進機構会議への提言を行う。
　一　岩手大学三陸復興・地域創生推進機構（以下「機構」という。）業務の企画及び管理に関すること。
　二　機構の各部門間の連絡調整に関すること。
　三　各部局との連携に関すること。
　四　その他機構の運営に関すること。

（組織）
第３条　企画室会議は、次に掲げる者（以下「委員」という。）をもって組織する。
　一　室長
　二　機構の各部門長
　三　研究・地域連携部長
　四　地域連携推進課長
　五　その他室長が必要と認めた者
２　企画室に規則第９条に定める副室長を置いた場合は、前項の企画室会議の委員とする。

（議長）
第４条　企画室会議に議長を置き、室長をもって充てる。
２　議長は、企画室会議を招集し、主宰する。

（会議）
第５条　企画室会議は、委員の過半数の出席をもって成立する。

（委員以外の者の出席）
第６条　室長が必要と認めたときは、委員以外の者を企画室会議に出席させ、その意見を聴くことができる。

（庶務）
第７条　企画室会議の庶務は、地域連携推進課において処理する。

附　則
この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附　則
この規則は、令和２年４月１日から施行する。

 ⑧ 令和元年度 三陸復興・地域創生推進機構会議構成員
令和元年度　岩手大学三陸復興 • 地域創生推進機構会議構成員名簿　　　　　　　　（令和元年 4月）

摘要条項 氏　　名 部　局 mail（@iwate-u.ac.jp）

第 3 条一 機構長 藤　代　博　之 理事（研究・復興・地域創生担当）・副学長 fujisiro

第３条三

企画室長 藤　代　博　之 理事（研究・復興・地域創生担当）・副学長 fujisiro

三陸復興部門長 後　藤　尚　人 人文社会科学部教授 ntgoto

地域創生部門長 今　井　　　潤 三陸復興・地域創生推進機構教授 junimai

生涯学習部門長 朴　　　賢　淑 三陸復興・地域創生推進機構准教授 parkhs99

ものづくり技術教育研究部門長 長　田　　　洋 理工学部教授 osada

三陸水産教育研究部門長 平　井　俊　朗 農学部教授 thiraisf

地域防災教育研究部門長 越　谷　　　信 理工学部教授 koshiya

平泉文化教育研究部門長 宇佐美　公　生 教育学部副学部長 / 教授 usami

第３条四
企画室副室長 小　山　康　文 三陸復興・地域創生推進機構特任教授 oyamayo

三陸復興部門副部門長 今　井　　　潤 三陸復興・地域創生推進機構教授 junimai

第３条五 各学部の副学部長又は評議員

横　山　英　信 人文社会科学部評議員／教授 yokoyama

田　代　高　章 教育学部評議員／教授 tashirot

八　代　　　仁 理工学部副学部長 ( 評議員 ) ／教授 yashiro

関　野　　　登 農学部評議員／教授 sekino

第３条六 総合科学研究科地域創生専攻長 関　野　　　登 農学部評議員／教授 sekino

第３条七 地域連携推進部長 早　川　浩　之 地域連携推進部長 haya35

第３条八 その他機構長が必要と認めた者 山　下　　　晋 三陸復興・地域創生推進機構准教授 yamas

132 ｜岩手の“大地”と“ひと”と共に


